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『
徒
然
草
』受
容
の
一
側
面 ―

―

掛
軸
装『
徒
然
草
』抜
書
を
め
ぐ
つ
て 

小

枝

駿

は
じ
め
に 

こ
ん
に
ち
ま
で
の『
徒
然
草
』
の
受
容
形
態
の
諸
相
は
多
岐
に
渡
る
。
江
戸
時
代
以

前
で
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
写
本
と
し
て
残
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
い
く
つ
か
の
古
記
録
に

そ
の
書
名
が
出
て
く
る
程
度
で
あ
る
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
版
本
は
も
と
よ
り
、

古
筆
切
、
巻
子
装 （

１
）

、
奈
良
絵
本
、
絵
巻
、
屏
風
、
画
帖
、
色
紙
な
ど
、
そ
の
受
容
は

刻
々
と
形
を
変
へ
な
が
ら
、
現
在
に
至
つ
て
ゐ
る
。 

小
論
で
は
、
こ
ん
に
ち
ま
で
の『
徒
然
草
』
受
容
史
の
中
で
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

て
こ
な
か
つ
た
、
掛
軸
装
と
し
て
受
容
さ
れ
た『
徒
然
草
』
を
新
資
料
と
し
て
紹
介
し

た
い
。
本
資
料
は
近
衛
家
一
八
代
当
主
近
衛
信
尹
（
一
五
六
五―

一
六
一
四
）
の
自

筆
と
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
ま
た
、
本
紙
に
書
写
さ
れ

た
本
文
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
幾
ば
く
か
の
私
見
を
加
へ
た
い
と
思

ふ
。 

一
、
解
題 

小
論
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
掛
軸
装
と
し
て
成
立
し
た『
徒
然
草
』
抜
書
（
以
下
、

「
抜
書
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
高
崎
斐
子 （

２
）

旧
蔵
。
二
〇
一
九
年
に
京
都
の
古
書
肆
よ
り

購
入
し
架
蔵
と
な
つ
た
。
一
幅
。
本
紙
は
粗
質
な
楮
紙
。
慶
長
初
期
頃
写
か
。
総
丈

一
三
一
糎×

五
三
糎
、
本
紙
五
八
糎×

五
一
糎
と
か
な
り
大
き
な
料
紙
に
書
写
さ

れ
て
を
り
、
同
程
度
の
大
き
さ
を
持
つ『
徒
然
草
』
は
管
見
の
限
り
本
資
料
の
み
で
あ

る
。
行
の
両
端
の
文
字
が
切
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
断
簡
で
あ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

表
装
を
施
す
際
に
余
白
を
切
り
取
つ
た
の
か
は
不
明
。
本
紙
左
下
端
に
花
押
お
よ

び
朱
角
印
が
存
す
る
。
掛
軸
箱
の
蓋
表
面
に
は「
近
衛
關
白
信
尹
公
真
蹟

一
軸
」

と
あ
る
。
本
紙
に
は『
徒
然
草
』
第
二
一
〇
段
、
第
二
一
二
段
、
第
二
三
〇
段
、
第
二

四
三
段
の
計
四
章
段
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
ゐ
る （

３
）

。 

二
、
抜
書
本
文
に
つ
い
て 

本
紙
に
抜
き
書
き
さ
れ
て
ゐ
る
本
文
を
一
覧
す
る
と
、
各
伝
本
系
統
の
本
文
に
比

し
て
明
ら
か
に
異
同
の
あ
る
箇
所
が
散
見
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
抜
書
本
文
と
、
正

徹
本
、
伝
常
縁
本
、
烏
丸
本
の
三
系
統
諸
本
と
の
校
異
を
示
し
た
の
が
次
頁
の
【
表

１
】
で
あ
る
。
抜
書
本
文
に
つ
い
て
は
小
論
末
尾
に
付
し
た
翻
刻
に
拠
り
、
諸
本
の
本

文
に
つ
い
て
は
校
訂
さ
れ
た
本
文
に
拠
つ
た
。
校
異
に
は
、
抜
書
と
比
較
し
て
文
言
の

増
加
の
あ
る
箇
所
に
は
棒
線
を
、
不
足
す
る
箇
所
に
は
◀
を
示
し
た
。
本
文
比
較
に

は
必
要
に
応
じ
て
、
高
乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究―

校
本
と
解
釈
的
研
究―

』
（
自
治

日
報
社
、
一
九
六
八
）
、
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記

徒
然
草
〔
新
日
本
古
典
文
学

大
系
39
〕
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）
お
よ
び
齋
藤
彰
「
徒
然
草
の
主
要
な
校
異
」

（『
徒
然
草
の
研
究
』〔
風
間
書
房
、
一
九
九
九
〕
所
収
）
を
参
看
し
た
。 
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１
】
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。
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翻
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拠
り
、
諸
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文
に
つ
い
て
は
校
訂
さ
れ
た
本
文
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拠
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は
、
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、
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す
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。
本
文
比
較
に

は
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に
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徒
然
草
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究―

校
本
と
解
釈
的
研
究―

』
（
自
治

日
報
社
、
一
九
六
八
）
、
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記

徒
然
草
〔
新
日
本
古
典
文
学

大
系
39
〕
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）
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よ
び
齋
藤
彰
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徒
然
草
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校
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」
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徒
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研
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間
書
房
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一
九
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九
〕
所
収
）
を
参
看
し
た
。

【
表
１
】
抜
書
本
文
と
諸
本
の
校
異

（
正
：
正
徹
本
、
常
：
伝
常
縁
本
、
烏
：烏
丸
本
） 

抜
書
本
文
と
三
系
統
諸
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
正
徹
本
に
近
し
い
本
文
を
有

し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
抜
書
が
正
徹
本
と
は
異
な
る
本
文
を

持
つ
箇
所
も
あ
る
。 

ま
づ
第
二
三
〇
段
の
異
同
に
つ
い
て
、
抜
書
で
は「
五
條
の
内
裏
」
と
あ
る
が
、
他
の

諸
本
と
比
較
す
る
と「
の
」
が
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
高
乗
氏
の
校
異
に
よ
れ
ば
、
若
林

正
治
氏
旧
蔵
東
坊
城
大
納
言
奥
書
本
お
よ
び
常
縁
本
同
類
諸
本
（
伝
常
縁
本
〈
上

巻
：
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
〔
請
求
番
号
：
ヘ
一
〇-

〇
六
八
六
五
〕
、
下
巻
：
大
阪
青
山

大
学
附
属
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
所
蔵
〉
、
八
坂
神
社
蔵
本
、
高
乗
氏
旧
蔵

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
浄
教
房
所
持
奥
書
本
〔
請
求
番
号
：
八
九-

一
二
〕
）
は「
五
條
の

内
裏
」
、
王
堂
旧
蔵
本
は「
五
て
う
の
内
裏
」
と
あ
る
。
ま
た
、
高
乗
氏
の
校
異
に
は
指

摘
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
陽
明
文
庫
本
に
も「
五
條
乃
内
裏
」
と
あ
る
。 

次
に
、
第
二
四
三
段
の
異
同
は「
父
」
の
有
無
で
あ
る
が
、
高
乗
氏
の
校
異
に
よ
れ

ば
、
正
徹
本
系
の
諸
本
な
ら
び
に
桂
宮
本
系
に
属
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

〔
函
架
番
号
：
一
五
一
・
三
一
一
〕
で「
父
」
が
な
し
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
齋
藤
氏
の
校
異
で
は
、

正
徹
本
系
統
諸
本
の
中
で
は
中
田
光
子
氏
所
蔵
本
〔
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
：
ナ
三―

一
一―

一
〕
の
み「
父
」
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
該
当
す
る
諸
本
の
指
摘
は

な
い

（
４
）

。 

こ
の
や
う
に
、
本
文
が
合
致
す
る
諸
本
が
個
別
に
は
存
在
す
る
も
の
の
、
抜
書
と

そ
れ
ら
諸
本
と
の
間
に
は
直
接
的
な
関
係
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
、
抜
書

の
揮
毫
者
が
直
接
伝
本
を
参
照
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
本
文
は
現
存
す
る
諸
本
で
は

な
い
正
徹
本
系
統
の『
徒
然
草
』か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
つ
た
と
弁
別
で
き
る
。 

第
二
一
二
段

章
　
段

15-16 14 11-12 9 8 7 4-5 3 行

父
空
よ
り
●
降
け
ん

そ
の
教
へ
始
め
候
け
る
第
一
の
佛
は

い
か
な
る
仏
に

先
の
佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て

也
給
也
と

人
ハ
何
と
し
て

は
け
そ
ん
し
た
り
け
る

碁 五
條
の
内
裏

お
も
ひ
わ
か
さ
ら
む
は

よ
ふ
こ
鳥
の
事
さ
ま

万
葉
の
長
哥

抜
　
書

◀
空
よ
り
や
降
り
け
ん

（
正

）

父
空
よ
り
や
降
り
け
む

（
常

）

父
空
よ
り
や
降
り
け
ん

（
烏

）

そ
の
教
へ
始
め
候
け
る
第
一
の
仏
は

　
い
か
な
る
仏
に

（
正

）

そ
の
教
へ
は
じ
め
◀
け
る
第
一
の
仏
◀

　
い
か
な
る
仏
に
か

（
常

）

そ
の
教
へ
始
め
候
ひ
け
る
第
一
の
仏
は

　
如
何
な
る
仏
に
か

（
烏

）

先
の
仏
の
教
へ
に
よ
り
て

　
な
り
給
ふ
な
り
◀

（
正

）

さ
き
の
仏
の
を
し
へ
に
よ
り
て

　
な
り
給
ふ
な
り
と

（
常

）

先
の
仏
の
教
へ
に
よ
り
て

　
な
り
給
ふ
な
り
と

（
烏

）

人
は
何
と
し
て

（
正
・
烏

）

◀
◀
な
に
と
し
て

（
常

）

化
け
損
じ
た
り
け
る

（
正

）

ば
け
損
じ
た
る
◀

（
常

）

化
け
損
じ
◀
け
る

（
烏

）

碁

（
正
・
烏

）

囲
碁

（
常

）

五
条
◀
内
裏

（
正
・
烏

）

五
条
◀
内
裡

（
常

）

思
ひ
分
か
ざ
ら
む
は

（
正
・
常

）

思
ひ
分
か
さ
ら
ん
人
は

（
烏

）

喚
子
鳥
の
こ
と
ざ
ま

（
正
・
烏

）

喚
子
鳥
も
こ
と
ざ
ま

（
常

）

万
葉
の
長
歌

（
正

）

萬
葉
の
長
歌

（
常

）

万
葉
集
の
長
歌

（
烏

）

諸
　
本

第
二
三
〇
段

第
二
一
〇
段

第
二
四
三
段

16
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三
、
揮
毫
者
と
そ
の
書
風
に
つ
い
て 

抜
書
の
掛
軸
箱
の
蓋
表
面
に
は「
近
衛
關
白
信
尹
公
真
蹟 

一
軸
」
と
の
書
き
入

れ
が
見
え
る
。
以
下
、
こ
の
書
き
入
れ
の
真
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

こ
こ
で
揮
毫
者
と
さ
れ
た
近
衛
信
尹
は「
寛
永
の
三
筆
」
と
し
て
称
へ
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
。
信
尹
は
生
涯
に
三
度
改
名
し
て
ゐ
る
が
、
彼
の
生
涯
に
於
い
て
そ
の
書
風
は

改
名
を
基
準
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
時
期
ご
と
に
多
少
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
づ
は
そ
の
変
化
の
特
徴
を
も
と
に
抜
書
の
書
風
を
見
て
い
く
。 

信
尹
は
幼
き
頃
よ
り
青
蓮
院
流
に
学
び
、
そ
こ
か
ら
己
の
書
風
を
徐
々
に
発
展

さ
せ
、
遂
に
は
近
衛
流
（
三
藐
院
流
）
と
称
さ
れ
る
一
派
を
形
成
し
た
。
小
論
の
末

尾
に
抜
書
の
全
体
像
を
掲
載
し
た
が
、
抜
書
の
書
き
ぶ
り
は
少
な
く
と
も
流
麗
か
つ

平
明
な
特
徴
を
持
つ
青
蓮
院
流
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
名
が
信
輔
の
時

代
、
す
な
は
ち
近
衛
流
を
確
立
す
る
過
渡
期
の
も
の
で
も
な
い
。
本
紙
に
あ
る
、
力

強
く
重
い
、
そ
れ
で
ゐ
て
随
所
に
見
ら
れ
る
伸
び
や
か
な
書
き
ぶ
り
は
、
信
尹
に
改

名
を
し
て
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
特
徴
で
あ
る
。 

次
に
信
尹
の
筆
跡
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
信
尹
の
書
に
は
独
特
の
癖
が

あ
る
こ
と
は
先
学
諸
氏
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
陽
明
文
庫
蔵
信
尹
筆
色
紙

帖
を
も
と
と
し
た
信
尹
の
筆
跡
の
顕
著
な
癖
が
、
春
名
好
重
氏
に
よ
つ
て
い
く
つ
か

列
挙
さ
れ
て
ゐ
る （

５
）

。
春
名
氏
に
よ
る
指
摘
を
も
と
に
抜
書
の
筆
跡
が
信
尹
の
も
の
で

あ
る
か
否
か
を
探
つ
て
み
た
い
。 

春
名
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
「
み
」「
ふ
」「
乃
」「
た
」「
於
」
は
右
上
か
ら
左
下
へ
書

く
線
が
特
別
長
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
左
下
へ
長
く
垂
れ
」
る
と
い
ふ
癖
が
あ
る
。
抜
書

を
一
覧
す
る
に
、「
ふ
」
（
一
、
三
、
四
、
一
三
行
目
）
、「
乃
」
（
三
、
四
、
六
行
目
）
、

「
た
」
（
六
、
一
〇
行
目
等
）
が
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
そ
の
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。 

次
に「
「
第
」
の
第
十
一
画
、「
入
」
の
第
一
画
、「
夢
」
の
第
十
二
画
な
ど
の
右
上
か

ら
左
下
へ
書
く
線
を
特
別
長
く
書
」
く
と
い
ふ
癖
が
あ
る
。
抜
書
に
は「
第
」
が
二
箇

所
（
三
、
一
六
行
目
）
に
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
春
名
氏
が
指
摘
す
る
特
徴
を
持
つ
。 

春
名
氏
が
信
尹
の
癖
と
し
て
列
挙
し
な
か
つ
た
点
と
し
て
、
信
尹
筆
『
女
房
三
十

六
歌
仙
歌
合
』

（
６
）

な
ど
に
見
え
る
や
う
に「
し
」
を
と
り
わ
け
長
く
書
く
こ
と
（
二
、
一

二
行
目
）
、「
人
」
の
下
部
の
空
間
を
大
き
く
空
け
、
次
の
字
を
入
れ
ら
れ
る
や
う
に

書
く
こ
と
（
一
〇
、
一
四
、
一
七
行
目
）
、「
月
」
の
第
二
画
か
ら
勢
ひ
よ
く
第
三
画
を

書
き
、
第
四
画
は
省
略
す
る
や
う
に
書
く
こ
と
（
六
行
目
）
、
恵
美
千
鶴
子
氏
が
指

摘
す
る
や
う
に「
な
」
の
最
終
画
を
勢
い
よ
く
平
た
く
書
く
こ
と （

７
）

（
二
、
四
行
目
）
な
ど

も
信
尹
の
顕
著
な
癖
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
於
い
て
も
本
抜
書
は
全
て
合
致
す

る
。 そ

の
他
に
色
紙
帖
に
は「
「
は
」「
支
」「
ぬ
」「
ね
」
な
ど
の
結
び
出
し
た
線
を
こ
と
さ

ら
に
長
く
書
」
く
と
い
ふ
特
徴
も
あ
る
が
、
本
抜
書
に
は
そ
の
特
徴
は
見
え
な
い
。
こ

れ
は
、
本
抜
書
が
色
紙
帖
ほ
ど
一
文
字
ご
と
に
伸
び
や
か
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

程
度
に
小
さ
く
書
か
れ
た
が
た
め
と
思
は
れ
る
。 

次
に
本
紙
左
下
隅
に
存
す
る
花
押
を
見
て
み
る
と
、
本
紙
の
花
押
（→

【
資
料
１
】
）

は
、『
国
史
大
辞
典
』
に
あ
る
信
尹
花
押
（→

【
資
料
２
】
上
部
）
に
近
似
し
て
ゐ
る
。

信
尹
は
、
明
丸→

信
基→

信
輔→

信
尹
と
三
度
に
わ
た
つ
て
改
名
し
て
ゐ
る
が
、
最

終
的
に
信
尹
の
名
と
な
つ
た
の
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
薩
摩
配
流
の
の
ち
に
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三
、
揮
毫
者
と
そ
の
書
風
に
つ
い
て

抜
書
の
掛
軸
箱
の
蓋
表
面
に
は「
近
衛
關
白
信
尹
公
真
蹟

一
軸
」
と
の
書
き
入

れ
が
見
え
る
。
以
下
、
こ
の
書
き
入
れ
の
真
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
揮
毫
者
と
さ
れ
た
近
衛
信
尹
は「
寛
永
の
三
筆
」
と
し
て
称
へ
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
。
信
尹
は
生
涯
に
三
度
改
名
し
て
ゐ
る
が
、
彼
の
生
涯
に
於
い
て
そ
の
書
風
は

改
名
を
基
準
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
時
期
ご
と
に
多
少
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
づ
は
そ
の
変
化
の
特
徴
を
も
と
に
抜
書
の
書
風
を
見
て
い
く
。

信
尹
は
幼
き
頃
よ
り
青
蓮
院
流
に
学
び
、
そ
こ
か
ら
己
の
書
風
を
徐
々
に
発
展

さ
せ
、
遂
に
は
近
衛
流
（
三
藐
院
流
）
と
称
さ
れ
る
一
派
を
形
成
し
た
。
小
論
の
末

尾
に
抜
書
の
全
体
像
を
掲
載
し
た
が
、
抜
書
の
書
き
ぶ
り
は
少
な
く
と
も
流
麗
か
つ

平
明
な
特
徴
を
持
つ
青
蓮
院
流
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
名
が
信
輔
の
時

代
、
す
な
は
ち
近
衛
流
を
確
立
す
る
過
渡
期
の
も
の
で
も
な
い
。
本
紙
に
あ
る
、
力

強
く
重
い
、
そ
れ
で
ゐ
て
随
所
に
見
ら
れ
る
伸
び
や
か
な
書
き
ぶ
り
は
、
信
尹
に
改

名
を
し
て
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
特
徴
で
あ
る
。

次
に
信
尹
の
筆
跡
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
信
尹
の
書
に
は
独
特
の
癖
が

あ
る
こ
と
は
先
学
諸
氏
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
陽
明
文
庫
蔵
信
尹
筆
色
紙

帖
を
も
と
と
し
た
信
尹
の
筆
跡
の
顕
著
な
癖
が
、
春
名
好
重
氏
に
よ
つ
て
い
く
つ
か

列
挙
さ
れ
て
ゐ
る （

５
）

。
春
名
氏
に
よ
る
指
摘
を
も
と
に
抜
書
の
筆
跡
が
信
尹
の
も
の
で

あ
る
か
否
か
を
探
つ
て
み
た
い
。

春
名
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
「
み
」「
ふ
」「
乃
」「
た
」「
於
」
は
右
上
か
ら
左
下
へ
書

く
線
が
特
別
長
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
左
下
へ
長
く
垂
れ
」
る
と
い
ふ
癖
が
あ
る
。
抜
書

を
一
覧
す
る
に
、「
ふ
」
（
一
、
三
、
四
、
一
三
行
目
）
、「
乃
」
（
三
、
四
、
六
行
目
）
、

「
た
」
（
六
、
一
〇
行
目
等
）
が
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
そ
の
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。

次
に「
「
第
」
の
第
十
一
画
、「
入
」
の
第
一
画
、「
夢
」
の
第
十
二
画
な
ど
の
右
上
か

ら
左
下
へ
書
く
線
を
特
別
長
く
書
」
く
と
い
ふ
癖
が
あ
る
。
抜
書
に
は「
第
」
が
二
箇

所
（
三
、
一
六
行
目
）
に
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
春
名
氏
が
指
摘
す
る
特
徴
を
持
つ
。

春
名
氏
が
信
尹
の
癖
と
し
て
列
挙
し
な
か
つ
た
点
と
し
て
、
信
尹
筆
『
女
房
三
十

六
歌
仙
歌
合
』

（
６
）

な
ど
に
見
え
る
や
う
に「
し
」
を
と
り
わ
け
長
く
書
く
こ
と
（
二
、
一

二
行
目
）
、「
人
」
の
下
部
の
空
間
を
大
き
く
空
け
、
次
の
字
を
入
れ
ら
れ
る
や
う
に

書
く
こ
と
（
一
〇
、
一
四
、
一
七
行
目
）
、「
月
」
の
第
二
画
か
ら
勢
ひ
よ
く
第
三
画
を

書
き
、
第
四
画
は
省
略
す
る
や
う
に
書
く
こ
と
（
六
行
目
）
、
恵
美
千
鶴
子
氏
が
指

摘
す
る
や
う
に「
な
」
の
最
終
画
を
勢
い
よ
く
平
た
く
書
く
こ
と （

７
）

（
二
、
四
行
目
）
な
ど

も
信
尹
の
顕
著
な
癖
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
於
い
て
も
本
抜
書
は
全
て
合
致
す

る
。そ

の
他
に
色
紙
帖
に
は「
「
は
」「
支
」「
ぬ
」「
ね
」
な
ど
の
結
び
出
し
た
線
を
こ
と
さ

ら
に
長
く
書
」
く
と
い
ふ
特
徴
も
あ
る
が
、
本
抜
書
に
は
そ
の
特
徴
は
見
え
な
い
。
こ

れ
は
、
本
抜
書
が
色
紙
帖
ほ
ど
一
文
字
ご
と
に
伸
び
や
か
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

程
度
に
小
さ
く
書
か
れ
た
が
た
め
と
思
は
れ
る
。

次
に
本
紙
左
下
隅
に
存
す
る
花
押
を
見
て
み
る
と
、
本
紙
の
花
押
（→

【
資
料
１
】
）

は
、『
国
史
大
辞
典
』
に
あ
る
信
尹
花
押
（→

【
資
料
２
】
上
部
）
に
近
似
し
て
ゐ
る
。

信
尹
は
、
明
丸→

信
基→

信
輔→

信
尹
と
三
度
に
わ
た
つ
て
改
名
し
て
ゐ
る
が
、
最

終
的
に
信
尹
の
名
と
な
つ
た
の
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
薩
摩
配
流
の
の
ち
に

帰
洛
し
た
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
で
あ
る
。
木
母
寺
蔵
信
尹
筆
和
歌
懐
紙 （

８
）

（→

【
資

料
３
】
）
に
あ
る
花
押
を
見
る
に
、
本
紙
の
花
押
と
ほ
ぼ
同
一
の
花
押
で
あ
り
、
ま
た

そ
こ
に
は「
慶
長
十
二
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
紙
の
成
立
も
そ
の
前
後
で
あ
ら
う

と
推
定
さ
れ
る
。 

以
上
の
書
風
お
よ
び
花
押
の
特
徴
か
ら
考
へ
て
、
抜
書
の
書
写
者
は
近
衛
信
尹
で

あ
り
、
書
写
時
期
は
晩
年
と
見
て
差
し
支
へ
な
か
ら
う
。 

花
押
と
と
も
に
捺
さ
れ
た
朱
角
印
の
落
款
（→

【
資
料
１
】
）
に
つ
い
て
は
、
経
年

劣
化
に
よ
り
掠
れ
て
し
ま
つ
て
を
り
、
三
重
郭
の
朱
印
で
あ
る
こ
と
以
外
は
不
明
で

あ
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
西
村
宗
先
に
よ
つ
て
編
ま
れ
出
版
さ
れ
た『
茶
話

印
譜
』

（
９
）

に
掲
載
さ
れ
た
信
尹
の
落
款
（→

【
資
料
４
】
）
に
は
三
重
郭
の
印
譜
が
な
く
、

管
見
の
限
り
で
は
そ
の
他
の
史
料
に
も
見
え
な
い
。 

【
資
料
１
】
架
蔵
『
徒
然
草
』
抜
書

花
押
・落
款

【
資
料
２
】
『
国
史
大
辞
典
』「
近
衛
信
尹
」よ
り 

【
資
料
３
】
木
母
寺
蔵
近
衛
信
尹
筆
和
歌
懐
紙

信
尹
花
押

こ
た
へ
せ
は

わ
か
い
て
ヽ
こ
し 

み
や
こ
と
り

と
り
あ
つ
め
て
も 

こ
と
ヽ
ハ
ま
し
を 

又
戯
に 

き
て
み
る
に

武
蔵
の
く
に
の 

江
戸
か
ら
は

北
と
東
の 

角
田
川
な
り 

慶
長
十
二
年

（
花
押
） 
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（
10
） 

【
資
料
４
】
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
茶
家
印
譜
』〔
請
求
記
号
：
八
五
六―

七
〕 

 

 

四
、
信
尹
と『
徒
然
草
』 

前
項
で
は
本
抜
書
の
揮
毫
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
検
討
の
結
果
、
掛
軸
箱

に
あ
る
通
り
揮
毫
者
は
近
衛
信
尹
と
断
じ
う
る
と
し
た
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、
信
尹

と『
徒
然
草
』
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
ふ
。 

信
尹
と『
徒
然
草
』
と
い
へ
ば
、
ま
づ
近
衛
家
の
陽
明
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
二
本

の『
徒
然
草
』
、
す
な
は
ち
陽
明
文
庫
本
と
略
本
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
信
尹
が
新
た

に
私
物
と
し
て『
徒
然
草
』
を
し
た
た
め
る
な
ら
ば
、
ま
づ
は
こ
れ
ら
の
所
蔵
本
を
参

看
し
な
い
は
ず
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
抜
書
と
陽
明
文
庫
本
、
お
よ
び
略
本
と
の
比
較

を
試
み
た
い
。 

抜
書
と
陽
明
文
庫
本
の
該
当
段
を
比
較
す
る
と
、
抜
書
と
陽
明
文
庫
本
の
本
文

に
は
【
表
２
】
に
あ
る
や
う
な
細
か
な
異
同
が
あ
る
。
な
お
校
異
は
【
表
１
】
と
同

様
、
文
言
の
増
加
箇
所
に
は
棒
線
を
、
不
足
す
る
箇
所
に
は
◀
を
示
し
た
。 

【
表
２
】
抜
書
本
文
と
陽
明
文
庫
本
の
校
異 

 

た
と
へ
ば
、
第
二
三
〇
段
を
取
り
上
げ
る
と
、
陽
明
文
庫
本
で
は「
あ
れ
ハ
き
つ
ね

よ
と
」
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
抜
書
で
は「
あ
れ
よ
と
」
と
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
陽
明

文
庫
本
で
は
第
二
三
〇
段
の「
原
」
、
第
二
四
三
段
の「
は
」「
第
一
」
に
そ
れ
ぞ
れ
み

せ
け
ち
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
抜
書
で
は
多
く
の
諸
本
に
あ
る
通
り
の
本
文
、
す
な

は
ち「
原
」
は
な
く
、「
は
」「
第
一
」
は
残
さ
れ
た
本
文
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、
陽
明

文
庫
本
で
は
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
箇
所
が
、
抜
書
で
は
存
す
る
箇
所
が
散
見
で
き
る
。

し
た
が
つ
て
、
陽
明
文
庫
本
を
参
看
し
て
抜
書
本
文
を
し
た
た
め
た
の
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。 

章
段

14 12 11 8 5 3 行

父
空
よ
り
降
け
ん

第
一
の
佛

佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て
成
給
也
と

人
ハ
何
と
し
て
仏
に
ハ

狐
は
け
そ
ん
し
た
り
け
る
に
こ
そ

あ
れ
よ
と

藤
大
納
言

よ
ふ
こ
鳥
の
事
さ
ま

法
を
は

抜
書

父
空
よ
り
降
り
け
ん

　
　
　

（
「

父

」
別
筆
に
て
補
入

）

　
　
の
仏

　
　
　
　

（
「

第
一

」
み
せ
け
ち

）

仏
の
を
し
へ
に
よ
り
て
成
給
也
◀

人
　
何
と
し
て
仏
に
◀

 
 
 
 
　

（
「

は

」
み
せ
け
ち

）

狐
は
け
損
◀
た
り
け
る
と
そ

あ
れ
ハ
き
つ
ね
よ
と

藤
　
大
納
言

 
 
 
 
 
　

(

「

原

」
み
せ
け
ち

)

よ
ふ
こ
鳥
の
◀
さ
ま

法
を
◀

陽
明
文
庫
本

第
二
三
〇
段

第
二
一
〇
段

第
二
四
三
段

16

、
、は

、
、第
、
、一 、

、原
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（
10
）

【
資
料
４
】
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
茶
家
印
譜
』〔
請
求
記
号
：
八
五
六―

七
〕

四
、
信
尹
と『
徒
然
草
』

前
項
で
は
本
抜
書
の
揮
毫
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
検
討
の
結
果
、
掛
軸
箱

に
あ
る
通
り
揮
毫
者
は
近
衛
信
尹
と
断
じ
う
る
と
し
た
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、
信
尹

と『
徒
然
草
』
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
ふ
。

信
尹
と『
徒
然
草
』
と
い
へ
ば
、
ま
づ
近
衛
家
の
陽
明
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
二
本

の『
徒
然
草
』
、
す
な
は
ち
陽
明
文
庫
本
と
略
本
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
信
尹
が
新
た

に
私
物
と
し
て『
徒
然
草
』
を
し
た
た
め
る
な
ら
ば
、
ま
づ
は
こ
れ
ら
の
所
蔵
本
を
参

看
し
な
い
は
ず
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
抜
書
と
陽
明
文
庫
本
、
お
よ
び
略
本
と
の
比
較

を
試
み
た
い
。

抜
書
と
陽
明
文
庫
本
の
該
当
段
を
比
較
す
る
と
、
抜
書
と
陽
明
文
庫
本
の
本
文

に
は
【
表
２
】
に
あ
る
や
う
な
細
か
な
異
同
が
あ
る
。
な
お
校
異
は
【
表
１
】
と
同

様
、
文
言
の
増
加
箇
所
に
は
棒
線
を
、
不
足
す
る
箇
所
に
は
◀
を
示
し
た
。

【
表
２
】
抜
書
本
文
と
陽
明
文
庫
本
の
校
異

た
と
へ
ば
、
第
二
三
〇
段
を
取
り
上
げ
る
と
、
陽
明
文
庫
本
で
は「
あ
れ
ハ
き
つ
ね

よ
と
」
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
抜
書
で
は「
あ
れ
よ
と
」
と
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
陽
明

文
庫
本
で
は
第
二
三
〇
段
の「
原
」
、
第
二
四
三
段
の「
は
」「
第
一
」
に
そ
れ
ぞ
れ
み

せ
け
ち
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
抜
書
で
は
多
く
の
諸
本
に
あ
る
通
り
の
本
文
、
す
な

は
ち「
原
」
は
な
く
、「
は
」「
第
一
」
は
残
さ
れ
た
本
文
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、
陽
明

文
庫
本
で
は
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
箇
所
が
、
抜
書
で
は
存
す
る
箇
所
が
散
見
で
き
る
。

し
た
が
つ
て
、
陽
明
文
庫
本
を
参
看
し
て
抜
書
本
文
を
し
た
た
め
た
の
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

章
段

14 12 11 8 5 3 行

父
空
よ
り
降
け
ん

第
一
の
佛

佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て
成
給
也
と

人
ハ
何
と
し
て
仏
に
ハ

狐
は
け
そ
ん
し
た
り
け
る
に
こ
そ

あ
れ
よ
と

藤
大
納
言

よ
ふ
こ
鳥
の
事
さ
ま

法
を
は

抜
書

父
空
よ
り
降
り
け
ん

（
「

父

」
別
筆
に
て
補
入

）

の
仏

（
「

第
一

」
み
せ
け
ち

）

仏
の
を
し
へ
に
よ
り
て
成
給
也
◀

人

何
と
し
て
仏
に
◀

（
「

は

」
み
せ
け
ち

）

狐
は
け
損
◀
た
り
け
る
と
そ

あ
れ
ハ
き
つ
ね
よ
と

藤

大
納
言

(

「

原

」
み
せ
け
ち

)

よ
ふ
こ
鳥
の
◀
さ
ま

法
を
◀

陽
明
文
庫
本

第
二
三
〇
段

第
二
一
〇
段

第
二
四
三
段

16

、
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、
、第
、
、一 、

、原
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（
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（
11
） 

一
方
略
本
は
ど
う
か
と
い
ふ
と
、
そ
も
そ
も
抜
書
本
文
に
あ
る
全
て
の
章
段
が
略

本
に
は
存
在
し
な
い
。 

以
上
か
ら
、
信
尹
が
抜
書
を
揮
毫
す
る
に
際
し
、
信
尹
が
陽
明
文
庫
蔵
本
で
あ

る
陽
明
文
庫
本
お
よ
び
略
本
を
参
看
し
て
ゐ
な
か
つ
た
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
る
。

す
な
は
ち
、
（
信
尹
が
自
身
の
記
憶
を
も
と
に
抜
き
書
き
し
た
可
能
性
も
無
視
で
き

な
い
が
）
陽
明
文
庫
本
以
外
の
伝
本
な
い
し
他
の
資
料
を
使
用
し
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
信
尹
自
身
が
備
忘
や
校
合
の
た
め
に
所
有
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
書
写
で
は
な
か
つ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

そ
れ
で
は
こ
の
抜
書
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
幾
ば
く
か
の
私

見
を
加
へ
る
こ
と
で
そ
の
背
景
に
立
ち
至
つ
て
み
た
い
。 

信
尹
は
晩
年
、
数
多
く
の
者
か
ら
の
求
め
が
あ
り
、
下
地
を
送
り
つ
け
ら
れ
、
そ

れ
を
も
と
に
揮
毫
し
て
ゐ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
程
度
は
、
信
尹
が

平
遠
州
に
宛
て
た
書
状
の
中
で「
書
物
ど
も
多
候
て
、
不
レ

得
レ

隙
迷
惑
候
」
と
、
揮
毫

依
頼
が
多
く
困
り
果
て
て
ゐ
る
と
愚
痴
を
こ
ぼ
す
ほ
ど
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
小
松
茂

美
氏
に
よ
れ
ば
、
信
尹
の
書
は
名
も
な
い
町
人
に
懇
願
さ
れ
る
ほ
ど
多
大
な
尊
重
を

受
け
て
を
り
、
ま
た
鳳
林
承
章
に
よ
る『
隔
冥
記
』
や
山
科
道
安
に
よ
る『
槐
記
』
に

は
信
尹
の
色
紙
を
表
具
師
に
渡
し
て
掛
軸
に
仕
立
を
下
命
し
た
こ
と
、
茶
会
の
祝
儀

と
し
て
贈
つ
た
色
紙
を
一
晩
の
う
ち
に
表
装
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ

れ
ほ
ど
に
信
尹
の
書
は
、
彼
の
死
後
の
み
な
ら
ず
存
命
中
か
ら
既
に
価
値
が
高
か
つ

た
こ
と
が
窺
へ
よ
う
。 

本
抜
書
に
於
い
て
も
、
掛
軸
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
程
度
の
大
き
さ
の
料
紙
が
敢
へ

て
選
ば
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
能
書
の
依
頼
者
の
求
め
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

目
的
は
も
と
よ
り
観
賞
用
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
先
述
し
た
や
う
に
、
少
な
く
と
も

信
尹
自
身
が
所
有
す
る
た
め
に
書
写
し
た
も
の
と
は
や
は
り
考
へ
づ
ら
い
。 

本
紙
に
施
さ
れ
た
表
具
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
高
価
な
も
の
と
は
言
へ
ず
、
ま
た
仮

巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に
於
い
て
も
信
尹
自
身
が
己
の
物
と
し
て
掛
軸
に
せ
し

め
ん
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
掛
軸
装
と
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
本
抜

書
で
あ
る
が
、
解
題
に
既
述
し
た
通
り
、
左
右
の
両
端
が
切
り
取
ら
れ
た
際
に
落
款

の
左
下
隅
部
分
も
切
り
取
ら
れ
、
ま
た
天
地
に
あ
る
一
文
字

い

ち

も

ん

じ

に
よ
つ
て
花
押
と
落
款

の
一
部
が
隠
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
、
抜
書
の
現
在
の
表
装
を
行
つ
た
人
物
が
信

尹
自
身
や
信
尹
の
周
辺
の
者
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。 

本
紙
左
下
隅
に
存
す
る
落
款
で
あ
る
が
、
信
尹
の
落
款
は
管
見
の
限
り
、
そ
の
多

く
が
自
画
賛
に
あ
る
。
信
尹
は
書
の
才
だ
け
で
は
な
く
、
画
才
も
持
ち
合
わ
せ
て
ゐ

た
こ
と
は『
古
画
備
考
』
に
あ
る「
公
書
法
精
妙
、
後
年
別
作
二

一
体
一

、
画
亦
超
二-

出

意
表
一

、
幷
是
神
韻
高
邁
所
レ

為
也
」
（
公
＝
信
尹
を
指
す
）
の
一
文
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
、
信
尹
が
所
望
を
受
け
て
自
画
賛
を
描
い
て
ゐ
た
こ
と
も
先
行
研
究
か
ら
分

か
つ
て
ゐ
る
。
た
と
へ
ば
、
柿
本
人
麻
呂
を
描
き
人
麻
呂
影
供
を
行
ひ
和
歌
会
を
催

す
際
に
使
用
し
た「
柿
本
人
麿
自
画
賛
」
や
、
信
尹
が
最
も
多
く
書
い
た
で
あ
ら
う

「
渡
唐
天
神
」な
ど
、
そ
の
多
く
に
信
尹
の
落
款
が
捺
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
い
つ
た
類
の

多
く
に
押
印
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
（
無
論
全
て
の
作
品
に
捺
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け

で
は
な
い
が
）
、
対
外
的
に
作
品
、
、

で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
の
あ
る
も
の
に
は
押
印
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
畢
竟
、
本
抜
書
に
於
い
て
も
（
そ
の
落
款
が
信

−185−
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（
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尹
の
も
の
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
）
自
画
賛
な
ど
と
同
様
に
対
外
的
で
あ
り
、
そ
れ
で
ゐ

て
依
頼
さ
れ
て
し
た
た
め
た
、
一
つ
の
作
品
、
、

と
し
て
進
呈
す
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
こ

そ
、
花
押
の
み
な
ら
ず
落
款
が
捺
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

を
は
り
に 

先
行
研
究
に
於
い
て
近
衛
信
尹
と『
徒
然
草
』
と
の
関
は
り
は
、
陽
明
文
庫
本
に

存
す
る
校
合
の
書
き
込
み
が
信
尹
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
、
鶴
見
大
学
図

書
館
所
蔵
伝
明
融
筆
本
〔
請
求
番
号
：
一
二
二
三
八
六
三
～
四
〕
の
奥
書
に「
此
徒
然
草

全
部
高
雲
軒
殿
明
融 

同
外
題
三
藐
院
殿
信
尹
各
正
筆
」
と
あ
る
や
う
に
、
伝
明

融
筆
本
の
題
簽
を
信
尹
が
し
た
た
め
た
こ
と
、
信
尹
自
筆
の「
古
今
聴
観
」
に「
つ
れ

〳
〵
草
は
兼
好
法
師
所
作
也
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
信
尹
が
実
際

に『
徒
然
草
』
を
書
写
し
た
形
跡
が
わ
か
る
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
見
出
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
だ
け
大
き
な
料
紙
に
書
か
れ
、
そ
れ
が
掛
軸
と
し
て
受
容
さ
れ
た
例
と
し
て
も

ま
た
然
り
。
こ
の
二
点
に
於
い
て
、『
徒
然
草
』
受
容
史
研
究
上
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
こ
と
は
言
ふ
を
俟
た
な
い
。 

『
徒
然
草
』
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
爆
発
的
に
享
受

さ
れ
る
や
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
果
た
し
て
ど
の
や
う
な
受
容
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
の

か
を
窺
ひ
知
れ
る
史
料
は
決
し
て
多
い
と
は
言
へ
な
い
。
今
後
と
も
、『
徒
然
草
』
受
容

に
関
す
る
新
た
な
史
料
が
出
て
く
る
こ
と
を
切
に
願
ふ
。 

  

〈
注
〉 

（
１
）
巻
子
装
は
、
江
戸
中
期
頃
写
と
思
さ
れ
る
架
蔵
巻
子
装
『
徒
然
草
』
（
二
幅
）
が

存
す
る
。 

（
２
）
さ
っ
ぽ
ろ
い
づ
み
企
画
編
集
『
明
治
天
皇
の
侍
医 

池
田
謙
斎
』
（
高
崎
斐
子
、

一
九
九
一
）
に
拠
れ
ば
、
高
崎
斐
子
は
、
明
治
天
皇
の
侍
医
で
あ
り
日
本
初
の

医
学
博
士
と
な
つ
た
池
田
謙
斎
の
三
女
。
掛
軸
箱
に
は
、
小
論
で
紹
介
す
る
掛

軸
と
と
も
に「
近
衛
関
白
信
尹
公
筆
の
軸
物
解
読
書
」
と
し
て
高
崎
自
身
が
昭

和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
五
月
に
記
し
た
釈
文
が
同
梱
さ
れ
て
ゐ
る
。 

（
３
）
鵺
、
月
、
化
け
物
（
狐
）
、
仏
な
ど
、
人
な
ら
ざ
る
モ
ノ
や
現
実
か
ら
離
れ
た
事

柄
を
取
り
上
げ
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
で
当
該
四
章
段
は
一
貫
し
て
ゐ
る
や
う
に
思

は
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
が
抜
き
書
き
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
の
検
討
に
つ
い

て
は
小
論
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
後
稿
を
俟
ち
た
い
。 

（
４
）
抜
書
本
文
と
中
田
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
細
か
な
異
同
が
多
々
あ
る
た
め
、

両
本
の
間
に
は
直
接
的
な
関
連
性
を
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
本
に
は

本
文
の
筆
と
は
別
筆
で「
父
」
が
補
入
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
本
来
の

本
文
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
不
一
致
と
す
る
。 

（
５
）『
墨
美
』
第
二
〇
七
号
（
墨
美
社
、
一
九
七
一
）
、
一
四
頁
参
照
。 

（
６
）『
書
の
日
本
史
』
第
五
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
五
）
図
版
80
参
照
。 

（
７
）
東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
近
衞
信
尹
と
三
藐
院
流
の
書
」
よ
り
。 
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）

（
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）

尹
の
も
の
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
）
自
画
賛
な
ど
と
同
様
に
対
外
的
で
あ
り
、
そ
れ
で
ゐ

て
依
頼
さ
れ
て
し
た
た
め
た
、
一
つ
の
作
品
、
、

と
し
て
進
呈
す
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
こ

そ
、
花
押
の
み
な
ら
ず
落
款
が
捺
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

を
は
り
に

先
行
研
究
に
於
い
て
近
衛
信
尹
と『
徒
然
草
』
と
の
関
は
り
は
、
陽
明
文
庫
本
に

存
す
る
校
合
の
書
き
込
み
が
信
尹
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
、
鶴
見
大
学
図

書
館
所
蔵
伝
明
融
筆
本
〔
請
求
番
号
：
一
二
二
三
八
六
三
～
四
〕
の
奥
書
に「
此
徒
然
草

全
部
高
雲
軒
殿
明
融

同
外
題
三
藐
院
殿
信
尹
各
正
筆
」
と
あ
る
や
う
に
、
伝
明

融
筆
本
の
題
簽
を
信
尹
が
し
た
た
め
た
こ
と
、
信
尹
自
筆
の「
古
今
聴
観
」
に「
つ
れ

〳
〵
草
は
兼
好
法
師
所
作
也
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
信
尹
が
実
際

に『
徒
然
草
』
を
書
写
し
た
形
跡
が
わ
か
る
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
見
出
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
だ
け
大
き
な
料
紙
に
書
か
れ
、
そ
れ
が
掛
軸
と
し
て
受
容
さ
れ
た
例
と
し
て
も

ま
た
然
り
。
こ
の
二
点
に
於
い
て
、『
徒
然
草
』
受
容
史
研
究
上
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
こ
と
は
言
ふ
を
俟
た
な
い
。

『
徒
然
草
』
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
爆
発
的
に
享
受

さ
れ
る
や
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
果
た
し
て
ど
の
や
う
な
受
容
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
の

か
を
窺
ひ
知
れ
る
史
料
は
決
し
て
多
い
と
は
言
へ
な
い
。
今
後
と
も
、『
徒
然
草
』
受
容

に
関
す
る
新
た
な
史
料
が
出
て
く
る
こ
と
を
切
に
願
ふ
。

〈
注
〉

（
１
）
巻
子
装
は
、
江
戸
中
期
頃
写
と
思
さ
れ
る
架
蔵
巻
子
装
『
徒
然
草
』
（
二
幅
）
が

存
す
る
。

（
２
）
さ
っ
ぽ
ろ
い
づ
み
企
画
編
集
『
明
治
天
皇
の
侍
医

池
田
謙
斎
』
（
高
崎
斐
子
、

一
九
九
一
）
に
拠
れ
ば
、
高
崎
斐
子
は
、
明
治
天
皇
の
侍
医
で
あ
り
日
本
初
の

医
学
博
士
と
な
つ
た
池
田
謙
斎
の
三
女
。
掛
軸
箱
に
は
、
小
論
で
紹
介
す
る
掛

軸
と
と
も
に「
近
衛
関
白
信
尹
公
筆
の
軸
物
解
読
書
」
と
し
て
高
崎
自
身
が
昭

和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
五
月
に
記
し
た
釈
文
が
同
梱
さ
れ
て
ゐ
る
。

（
３
）
鵺
、
月
、
化
け
物
（
狐
）
、
仏
な
ど
、
人
な
ら
ざ
る
モ
ノ
や
現
実
か
ら
離
れ
た
事

柄
を
取
り
上
げ
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
で
当
該
四
章
段
は
一
貫
し
て
ゐ
る
や
う
に
思

は
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
が
抜
き
書
き
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
の
検
討
に
つ
い

て
は
小
論
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
後
稿
を
俟
ち
た
い
。

（
４
）
抜
書
本
文
と
中
田
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
細
か
な
異
同
が
多
々
あ
る
た
め
、

両
本
の
間
に
は
直
接
的
な
関
連
性
を
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
本
に
は

本
文
の
筆
と
は
別
筆
で「
父
」
が
補
入
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
本
来
の

本
文
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
不
一
致
と
す
る
。

（
５
）『
墨
美
』
第
二
〇
七
号
（
墨
美
社
、
一
九
七
一
）
、
一
四
頁
参
照
。

（
６
）『
書
の
日
本
史
』
第
五
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
五
）
図
版
80
参
照
。

（
７
）
東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
近
衞
信
尹
と
三
藐
院
流
の
書
」
よ
り
。
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（
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
現
在
） 

（
８
）
梅
柳
山
墨
田
院

木
母
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
近
衛
信
尹
墨
跡
」
よ
り
。 

h
ttp
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（
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
現
在
） 

（
９
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（『
茶
家
印
譜
』〔
請
求
記
号
：
八
五
六

―

七
〕
）
よ
り
。 

h
ttp
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/
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/
p
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（
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
現
在
） 

（
10
）
陽
明
文
庫
に
は『
徒
然
草
』
の
古
写
本
が
二
部
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
部
は
正

徹
本
系
統
本
、
一
部
は
略
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
印
お
よ
び
解
説
は『
枕
草

子

徒
然
草
〔
陽
明
叢
書 

国
書
篇
〕
』
第
十
輯
（
思
文
閣
、
一
九
七
五
）
参
照
。 

（
11
）
信
尹
が
人
の
求
め
に
よ
つ
て
揮
毫
を
行
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
信
尹
自
身
の
書
状

か
ら
明
ら
か
に
な
つ
て
ゐ
る
（
前
田
多
美
子
『
三
藐
院

近
衛
信
尹
』〔
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
六
〕
、
一
八
七
頁
参
照
）
。
ま
た
西
洞
院
時
慶
に
よ
る『
時
慶
記
』

に
も
同
様
の
こ
と
が
筆
録
さ
れ
て
ゐ
る
。 

（
12
）
前
田
多
美
子
『
三
藐
院 

近
衛
信
尹
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
）
、
一
九
四

頁
参
照
。 

（
13
）
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
〔
上
〕
』
（
講
談
社
、
一
九
七
〇
）
、
四
七
三
頁
参

照
。 

（
14
）
（
12
）
前
掲
書
二
三
九
頁
参
照
。 

（
15
）
陽
明
文
庫
本
の
校
合
を
近
衛
信
尹
と
見
る
説
（『
枕
草
子

徒
然
草
〔
陽
明
叢

書

国
書
篇
〕
』
第
十
輯
〔
思
文
閣
、
一
九
七
五
〕
高
橋
貞
一
解
説
）
と
、
校
合

は
信
尹
の
父
前
久
と
見
る
説
（
高
乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究
』〔
自
治
日
報
社
、

一
九
六
八
〕
）が
あ
る
。 

（
16
）「
古
今
聴
観
」
（『
三
藐
院
記
〔
史
料
纂
集
〕
』〔
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七

五
〕
所
収
）
。 

〈
校
異
に
使
用
し
た
文
献
一
覧
〉 

・
正
徹
本
：
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記

徒
然
草
〔
新
日
本
古
典
文
学
大
系
39
〕
』
（岩

波
書
店
、
一
九
八
九
） 

・
伝
常
縁
本
：村
井
順
『
常
縁
本
徒
然
草

解
釈
と
研
究
』
（桜
楓
社
、
一
九
六
七
） 

・
烏
丸
本
：
小
川
剛
生
訳
注
『
徒
然
草
』
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
五
） 

〈
付
記
〉 

本
稿
作
成
に
あ
た
り
貴
重
な
示
唆
を
与
へ
て
く
だ
さ
つ
た
石
井
行
雄
氏
な
ら
び
に
竹

ヶ
原
康
弘
氏
に
、
ま
た
資
料
掲
載
を
快
く
御
許
可
し
て
く
だ
さ
つ
た
木
母
寺
に
深
謝

申
し
上
げ
る
。 

（
こ
え
だ
し
ゅ
ん
／
大
東
文
化
大
学
職
員
） 
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近
衛
信
尹
自
筆『
徒
然
草
』抜
書 

翻
刻 

<

凡
例> 

一

こ
の
本
文
は
架
蔵
近
衛
信
尹
筆
『
徒
然
草
』
抜
書
の
翻
刻
で
あ
る
。 

二

翻
刻
に
あ
た
つ
て
は
、
底
本
の
形
態
を
で
き
る
限
り
保
存
す
る
や
う
に
努
め
た
。 

漢
字
の
所
謂
新
・
旧
字
体
、
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
本
紙
の
字
体
に 

近
い
方
を
取
つ
た
。 

三

改
行
は
抜
書
本
文
に
従
ひ
、
行
詰
め
も
で
き
る
限
り
忠
実
に
示
し
た
。 

四
「
●
」
は
欠
損
に
よ
り
判
別
で
き
な
い
場
合
に
示
し
た
。 

五

行
頭
に
は
私
に
行
番
号
を
示
し
た
。 

<

翻
刻> 

1
よ
ふ
こ
鳥
は
春
の
物
な
り
と
は
か
り
い
ひ
て
い
か
な
る
鳥
と
も
さ
た
か
に 

2
し
る
せ
る
物
な
し
或
真
言
書
の
中
に
呼
子
鳥
な
く
と
き
招
魂

3
乃
法
を
は
お
こ
な
ふ
次
第
あ
り
是
は
鵼
也

万
葉
の
長
哥
に 

4
霞
た
つ
な
か
き
春
日
乃
な
と
つ
ヽ
け
た
り
ぬ
え
と
り
も
よ
ふ
こ
鳥
の 

5
事
さ
ま
に
か
よ
ひ
て
き
こ
ゆ 

6
秋
乃
月
は
か
き
り
な
く
め
て
た
き
も
の
な
り
い
つ
と
て
も
月
ハ
か
く
こ
そ 

7
あ
れ
と
て
お
も
ひ
わ
か
さ
ら
む
は
む
け
に
心
う
か
る
へ
き
事
な
り 

8
五
條
の
内
裏
に
ハ
は
け
物
有
け
り
藤
大
納
言
殿
か
た
ら
れ
侍
し
は 

9
殿
上
人
と
も
黒
戸
に
て
碁
を
う
ち
け
る
に
御
す
を
か
ヽ
け
て
見
る
も
の
あ
り 

10
た
そ
と
見
む
き
た
れ
は
狐
人
の
や
う
に
つ
い
ゐ
て
さ
し
の
そ
き
た
る
を 

11
あ
れ
よ
と
ゝ
よ
ま
れ
て
ま
●
ひ
に
け
に
け
り
未
練
の
狐
は
け
そ
ん 

12
し
た
り
け
る
に
こ
そ 

13
八
に
な
り
し
年
父
に
問
て
い
は
く
佛
は
い
か
な
る
物
に
か
候
ら
ん
と
い
ふ
父
か
云
佛
に
ハ 

14
人
の
成
た
る
也
と
又
問
人
ハ
何
と
し
て
仏
に
ハ
成
や
●
ん
と
父
又
佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て
成
也

15
と
答
又
問
を
し
へ
候
け
る
仏
を
ハ
何
か
を
し
へ
候
け
る
と
又
答
そ
れ
も
又
先
の
佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て 

16
成
給
也
と
又
問
そ
の
を
し
へ初
候
け
る
第
一
の
佛
ハ
い
か
な
る
仏
に
候
け
る
●
云
時
父
空
よ
り
●
降
け
ん
圡

17
よ
り
や
わ
き
け
ん
と
云
●
咲
問
つ
め
ら
れ
て
え
答
へす
也
侍
つ
と
諸
人
に
か
た
り
て
興
し
き

[

印][

花
押]
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近
衛
信
尹
自
筆『
徒
然
草
』抜
書

翻
刻

<

凡
例>

一

こ
の
本
文
は
架
蔵
近
衛
信
尹
筆
『
徒
然
草
』
抜
書
の
翻
刻
で
あ
る
。

二

翻
刻
に
あ
た
つ
て
は
、
底
本
の
形
態
を
で
き
る
限
り
保
存
す
る
や
う
に
努
め
た
。

漢
字
の
所
謂
新
・
旧
字
体
、
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
本
紙
の
字
体
に

近
い
方
を
取
つ
た
。

三

改
行
は
抜
書
本
文
に
従
ひ
、
行
詰
め
も
で
き
る
限
り
忠
実
に
示
し
た
。

四
「
●
」
は
欠
損
に
よ
り
判
別
で
き
な
い
場
合
に
示
し
た
。

五

行
頭
に
は
私
に
行
番
号
を
示
し
た
。

<

翻
刻>

1
よ
ふ
こ
鳥
は
春
の
物
な
り
と
は
か
り
い
ひ
て
い
か
な
る
鳥
と
も
さ
た
か
に

2
し
る
せ
る
物
な
し
或
真
言
書
の
中
に
呼
子
鳥
な
く
と
き
招
魂

3
乃
法
を
は
お
こ
な
ふ
次
第
あ
り
是
は
鵼
也

万
葉
の
長
哥
に

4
霞
た
つ
な
か
き
春
日
乃
な
と
つ
ヽ
け
た
り
ぬ
え
と
り
も
よ
ふ
こ
鳥
の

5
事
さ
ま
に
か
よ
ひ
て
き
こ
ゆ

6
秋
乃
月
は
か
き
り
な
く
め
て
た
き
も
の
な
り
い
つ
と
て
も
月
ハ
か
く
こ
そ

7
あ
れ
と
て
お
も
ひ
わ
か
さ
ら
む
は
む
け
に
心
う
か
る
へ
き
事
な
り

8
五
條
の
内
裏
に
ハ
は
け
物
有
け
り
藤
大
納
言
殿
か
た
ら
れ
侍
し
は

9
殿
上
人
と
も
黒
戸
に
て
碁
を
う
ち
け
る
に
御
す
を
か
ヽ
け
て
見
る
も
の
あ
り

10
た
そ
と
見
む
き
た
れ
は
狐
人
の
や
う
に
つ
い
ゐ
て
さ
し
の
そ
き
た
る
を

11
あ
れ
よ
と
ゝ
よ
ま
れ
て
ま
●
ひ
に
け
に
け
り
未
練
の
狐
は
け
そ
ん

12
し
た
り
け
る
に
こ
そ

13
八
に
な
り
し
年
父
に
問
て
い
は
く
佛
は
い
か
な
る
物
に
か
候
ら
ん
と
い
ふ
父
か
云
佛
に
ハ

14
人
の
成
た
る
也
と
又
問
人
ハ
何
と
し
て
仏
に
ハ
成
や
●
ん
と
父
又
佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て
成
也

15
と
答
又
問
を
し
へ
候
け
る
仏
を
ハ
何
か
を
し
へ
候
け
る
と
又
答
そ
れ
も
又
先
の
佛
の
を
し
へ
に
よ
り
て

16
成
給
也
と
又
問
そ
の
を
し
へ初
候
け
る
第
一
の
佛
ハ
い
か
な
る
仏
に
候
け
る
●
云
時
父
空
よ
り
●
降
け
ん
圡

17
よ
り
や
わ
き
け
ん
と
云
●
咲
問
つ
め
ら
れ
て
え
答
へす
也
侍
つ
と
諸
人
に
か
た
り
て
興
し
き

[

印][

花
押]【架蔵『徒然草』抜書 掛軸全体】
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